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免責j事項別途
ご使用前に必ず本文注意事項を必ずお読みください。

ご使用上及び使用前解らない事が有ったら下記までご連絡ください。
〒384-0808長野県小諸市大字御影新田2454-2

株式会社ネココーポレーション
TEL0267-23-8665　FAX0267-25-6667　担当金子　迄

R35 ETS-CONTROLLER　　取扱説明書　
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梱包仕様

延長ハーネス￥10,000-

*ｵﾌﾟｼｮﾝの延長ﾊｰﾈｽ（ﾛﾝｸﾞｹｰﾌﾞﾙ）を使用して、本体を取付ｽﾃ-を使用し

本体およびﾁｬﾝﾈﾙの位置は自由です。
壊れない所に設置してください｡

を左右斜めになるように取り付けると水平になります｡

本体の取り付け
純正ETSﾕﾆｯﾄは運転席のｼｰﾄの下にあります。
付属の専用配線を純正ﾕﾆｯﾄの配線の間に割込ませます。

車両のﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰの上に設置する事も出来ます
ﾃﾞｨｽﾌﾟﾚｰの上に設置する際は1.0mmのｽﾃ-を前側に使用し、取付け穴
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ﾒｲﾝｽｲｯﾁ
本体のﾒｲﾝ電源ｽｲｯﾁになります。
本体のｹｰﾌﾞﾙ接続する側にあります。
電源をOFF時は、ﾉｰﾏﾙになります。

電源ﾗﾝﾌﾟ

ｴﾗｰﾗﾝﾌﾟ
　　点滅時
　　　　車速やｽﾛｯﾄﾙのCAN信号が一定時間ｽｷｬﾝできないと点滅します。

復帰条件：CAN信号が入力されること
　　点灯時

復帰条件：ｲｸﾞﾆｯｼｮﾝｷｰ又はﾒｲﾝｽｲｯﾁをOFF/ONする。
ただし異常がある場合は、すぐに点灯します。

　　　　2.出力がある一定時間以上電圧をかけた場合も点灯します。

復帰条件：出力信号が正常に戻った場合は、自動復帰します。
ｾｯﾄｽｲｯﾁ

*使用に際し不安な場合ﾁｬﾝﾈﾙ1の使用をお勧めします｡
 ﾁｬﾝﾈﾙ1は比較的効果的で安全なﾓｰﾄﾞです。

 但し当社は車両の破損ならびに事故に対し一切の責任は負いません｡

電源が入っていると点灯します｡

各種設定（ﾌﾛﾝﾄﾄﾙｸ設定やﾄﾙｸを掛けるｽﾀｰﾄﾎﾟｲﾝﾄ等）を変更するｽｲｯﾁです。

 ﾌﾛﾝﾄの空転を抑えるｻｽﾍﾟﾝｼｮﾝにするとｴﾗｰはおきにくくなります

*路面ﾐｭｰが低い時又ﾌﾛﾝﾄﾄﾙｸを増大中にﾌﾛﾝﾄの方側のﾀｲﾔが

ｾｯﾄ中は、ｾｯﾄﾗﾝﾌﾟが点灯します。
ｾｯﾄﾓｰﾄﾞ中に電源が遮断されると、変更した内容は保存されません｡
必ずｾｯﾄﾓｰﾄﾞからﾓﾆﾀｰﾓｰﾄﾞに戻してください。

****注意事項****
*低速時ﾌﾛﾝﾄﾄﾙｸを増大しすぎるとﾌﾟﾛﾍﾟﾗｼｬﾌﾄの破損につながります｡

 空転すると4WDｴﾗｰになります。ﾌﾛﾝﾄの接地の良いﾀｲﾔを履くか、

 それが不可能な場合ﾌﾛﾝﾄLSDを装着すると改善される場合があります。

制御は、ﾉｰﾏﾙに切り替わります。

　　　　1.出力信号側で配線がｼｮｰﾄして過電流が流れたり、ﾊﾞｯﾃﾘ電圧が約16[V]以上に
　　　　　なった場合に点灯します。

制御は、車両・部品保護のためﾘｱ駆動になります。
配線やﾊﾞｯﾃﾘ電圧・ｵﾙﾀﾈｰﾀ発電電圧等の確認をして下さい。

制御は、ﾉｰﾏﾙに切り替わります。
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各ﾁｬﾝﾈﾙ説明

ﾉｰﾏﾙETSと同じ制御をします

ﾉｰﾏﾙ信号の2.5倍まで増幅します
99Km/hまでﾌﾛﾝﾄにﾄﾙｸを掛けないことが出来ます｡

ﾄﾙｸ設定と開始ﾎﾟｲﾝﾄがｽﾛｯﾄﾙﾍﾟﾀﾞﾙ開度で設定できます
ﾉｰﾏﾙETS制御と同期して作動させることが出来ます

Eﾁｬﾝﾈﾙで開始車速の Ｆﾁｬﾝﾈﾙで終了車速の　　
設定が出来ます 　　　 設定とOFF時の微小　　　 

ﾄﾙｸの設定が出来ます　　

ﾄﾙｸ設定と開始ﾎﾟｲﾝﾄがｴﾝｼﾞﾝﾄﾙｸで設定できます
ﾉｰﾏﾙETS制御と同期して作動させることが出来ます

Eﾁｬﾝﾈﾙで開始車速の Ｆﾁｬﾝﾈﾙで終了車速の　　
設定が出来ます　　 　 設定とOFF時の微小　　　 

ﾄﾙｸの設定が出来ます　　

ﾄﾙｸ設定と開始ﾎﾟｲﾝﾄがｽﾛｯﾄﾙﾍﾟﾀﾞﾙ開度で設定できます
Eﾁｬﾝﾈﾙで開始車速の Ｆﾁｬﾝﾈﾙで終了車速の　　
設定が出来ます　 　　 設定とOFF時の微小　　　 

ﾄﾙｸの設定が出来ます　　

ﾄﾙｸ設定と開始ﾎﾟｲﾝﾄがｴﾝｼﾞﾝﾄﾙ
Eﾁｬﾝﾈﾙで開始車速の Ｆﾁｬﾝﾈﾙで終了車速の　　
設定が出来ます　　　 設定とOFF時の微小　　　 

ﾄﾙｸの設定が出来ます　　

ﾁｬﾝﾈﾙ4と同じｽﾛｯﾄﾙﾓｰﾄﾞを

4ﾁｬﾝﾈﾙ追加
ｻｰｷｯﾄ別ｺｰﾅｰ別に切り替えられる

ようにした
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ﾉｰﾏﾙ信号の2.5倍まで増幅します
99Km/hまでﾌﾛﾝﾄにﾄﾙｸを掛けないことが出来ます｡

設定を変更するには、ｾｯﾄﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁをONにしてください
ｾｯﾄﾓｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟとﾁｬﾝﾈﾙﾗﾝﾌﾟが点滅します｡
*ｾｯﾄﾓｰﾄﾞのまま電源が落ちると設定は記憶しません｡
*小型のﾁｬﾝﾈﾙ設定ﾓﾆﾀｰの設定値が走行しているﾓｰﾄﾞです
 本体のﾁｬﾝﾈﾙは走行ﾁｬﾝﾈﾙに関係なく設定できます走行ﾁｬﾝﾈﾙを変更すると
 ﾘｱﾙﾀｲﾑに設定が変化します

99Km/hまでﾌﾛﾝﾄにﾄﾙｸを掛けないことが出来ます｡

増幅量は1で10%増幅です１～Ｆ迄

GAINと車速両方設定すると下記

CH１について

ｾｯﾄﾓｰﾄﾞ

CAN START SET POINT

GAIN

ﾓﾆﾀｰﾓｰﾄﾞ

GAIN=0で車速を上げて行くと下記

ｾｯﾄﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁをOFFにすると下記内容が表示されます｡

車速設定0Km/hでGAINを上げて行くと下記

1

車速

ﾉｰﾏﾙ出力

出
力
ト
ル
ク

1

車速

出
力
ト
ル
ク

1

車速

出
力
ト
ル
ク
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設定を変更するには、ｾｯﾄﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁをONにしてください
ｾｯﾄﾓｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟとﾁｬﾝﾈﾙﾗﾝﾌﾟが点滅します｡
*ｾｯﾄﾓｰﾄﾞのまま電源が落ちると設定は記憶しません｡
*小型のﾁｬﾝﾈﾙ設定ﾓﾆﾀｰの設定値が走行しているﾓｰﾄﾞです
 本体のは走行ﾁｬﾝﾈﾙに関係なく設定できます走行ﾁｬﾝﾈﾙを変更すると
 ﾘｱﾙﾀｲﾑに設定が変化します

CAN設定ﾃﾞｰﾀは2chがﾍﾟﾀﾞﾙ開度、3chがｴﾝｼﾞﾝ推定ﾄﾙｸ

ﾍﾟﾀﾞﾙ開度は全開を100とした%･ｴﾝｼﾞﾝ推定ﾄﾙｸはN･m(50で500N･m)

開始ﾎﾟｲﾝﾄはﾓﾆﾀｰﾓｰﾄﾞで見るﾄﾙｸ値

最大ﾄﾙｸはﾓﾆﾀｰﾓｰﾄﾞで見るﾄﾙｸ値(最大7)

最大値開始時間は1で0.1秒0～Ｆ迄(急激なﾄﾙｸ発生を緩和させます)

*ｸﾞﾗﾌは開始時間設定ｾﾞﾛとした場合のｸﾞﾗﾌです､開始時間を設定すると
 立ち上がり角度が鈍角になります*

ｾｯﾄﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁをOFFにすると下記内容が表示されます｡

ﾓﾆﾀｰﾓｰﾄﾞ

ｾｯﾄﾓｰﾄﾞ

CH２・ＣＨ３について

ﾄﾙｸ設定と開始ﾎﾟｲﾝﾄがCANDATAで設定
できます。ﾉｰﾏﾙETS制御と同期して作動さ
せることが出来ます。

CAN START SET POINT

MAX TORQUE

MAX RAMP TIME

ｽﾀｰﾄﾎﾟｲﾝﾄがとCANﾃﾞｰﾀｰを重複して設定するとCAN
ﾃﾞｰﾀ優先で開始し、ｽﾀｰﾄﾎﾟｲﾝﾄまではﾉｰﾏﾙﾄﾙｸ、ｽﾀｰﾄ
ﾎﾟｲﾝﾄ以上になると最大ﾄﾙｸの設定に上がります。最大
ﾄﾙｸがﾉｰﾏﾙ以下だとﾉｰﾏﾙﾄﾙｸが優先されます。ｽﾀｰﾄ
ﾎﾟｲﾝﾄがｾﾞﾛの場合CAN設定ﾃﾞｰﾀ値になるまでFRにな
ります。

1出
力
ト
ル
ク

入力 トルク

CANデータ
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設定を変更するには、ｾｯﾄﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁをONにしてください
ｾｯﾄﾓｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟとﾁｬﾝﾈﾙﾗﾝﾌﾟが点滅します｡
*ｾｯﾄﾓｰﾄﾞのまま電源が落ちると設定は記憶しません｡
*小型のﾁｬﾝﾈﾙ設定ﾓﾆﾀｰの設定値が走行しているﾓｰﾄﾞです 本体のは走行ﾁｬﾝﾈﾙに
関係なく設定できます走行ﾁｬﾝﾈﾙを変更すると ﾘｱﾙﾀｲﾑに設定が変化します

CAN設定ﾃﾞｰﾀは4chがﾍﾟﾀﾞﾙ開度5chがｴﾝｼﾞﾝ推定ﾄﾙｸ

ﾍﾟﾀﾞﾙ開度は全開を100とした%･ｴﾝｼﾞﾝ推定ﾄﾙｸはN･m(50で500N･m)

最低ﾄﾙｸを設定することによりアクセルON・OFF時のｵｰﾊﾞｰステアを軽減したり

高速コーナー進入時のブレーキの利きを良くし車体の安定を促進します。

トルクをコースによって設定するとトルクの引きずりによるアンダー防止等にも役立ちます

最大ﾄﾙｸはﾓﾆﾀｰﾓｰﾄﾞで見るﾄﾙｸ値(最大7)

最大値開始時間は1で0.1秒0～Ｆ迄(急激なﾄﾙｸ発生を緩和させます)

ｾｯﾄﾓｰﾄﾞｽｲｯﾁをOFFにすると下記内容が表示されます｡

最低ﾄﾙｸを設定することによりアクセルON・OFF時のｵｰﾊﾞｰステアを軽減したり
高速コーナー進入時のブレーキの利きを良くし車体の安定を促進します。
トルクをコースによって設定するとトルクの引きずりによるアンダー防止等にも役立ちます

ﾓﾆﾀｰﾓｰﾄﾞ

MAX TORQUE

MAX RAMP TIME

ｾｯﾄﾓｰﾄﾞ

CAN START SET POINT

CH４・ＣＨ５・ＣＨ６・ＣＨ７
ＣＨ８・ＣＨ９について

GAIN

ﾄﾙｸ設定と開始ﾎﾟｲﾝﾄがCANで設定でき
ま。.ﾉｰﾏﾙﾄﾙｸは一切関係なく設定ﾃﾞｰﾀだ
けで動きます。
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開始車速を設定するとプロペラシャフトの破損を防止ししたり
低車速時前後の回転差が大きい時にフロント大きなﾄﾙｸを
掛けるとプロペラシャフト・フロントデフ・ドライブシャフトが破損
することがあります

車庫入れ時など低速時の旋回がスムーズに行うことが出来ます。

MAX TORQUE
終了車速を設定すると高速時４ＷＤによる走行抵抗を無くすことが出来ます

最低ﾄﾙｸを設定することによりアクセルON・OFF時のｵｰﾊﾞｰステアを軽減した
高速コーナー進入時のブレーキの利きを良くし車体の安定を促進します。
トルクをコースによって設定するとトルクの引きずりによるアンダー防止
等にも役立ちます。

＊トルクの設定は通常のトルク設定の１０分の１の設定です
設定をマックスのＦにしてもモニターモードで１にしかなりません

MAX RAMP TIME
高速時４ＷＤによる走行抵抗を無くすよう終了車速を設けたが高速コーナー
特に富士の３００Ｒ等のコーナーでＦＲ化してしまいスピン状態になるため
減衰車速を設けた

Ｅ　ﾁｬﾝﾈﾙでCH2からＣＨ5の４ＷＤ開始車速の設定

Ｆ　ﾁｬﾝﾈﾙでCH2からＣＨ5の４ＷＤ終了車速の設定と

　　　　　　　４ＷＤ制御中のトルクOFF時の微小トルクの設定が出来ます。
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